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20回を迎えた教職員大会 
 11月27日には川越地区私立幼稚園教職員大会が川越

プリンスホテルを会場に開かれます。このため、保育

時間を変更していただくことになり、恐縮ですが、よ

ろしくご理解いただきたいと思います。 

 さて、私はこの教職員大会の担当を長く務めていま

して、というよりは第１回の大会からずっとかかわっ

ていまして、今年で20回という節目を迎え、いささか

感慨にふけっています。第１回が行われたのは平成元

年、この年は昭和天皇が崩御され、平成という年号が

定められた年でした。このような大会が開かれたいき

さつを振り返ってみます。当時、川越地区の私立幼稚

園に勤める先生方に地区のまとまりの中で厚生福利事業を行っていましたが、それは教職

員の集団レントゲン撮影と、年１回の研修旅行でした。日曜日を使っての日帰りバス旅行

で、たとえば筑波で行われた科学博覧会の見学などを行いました。しかし、参加する幼稚

園も少なく、かなりの金額を助成して行うけれどあまり全体に恩恵が波及しないという事

業でした。なんとか実のある事業を行いたいということで検討を重ねていましたが、当時

私が川越地区の会長を務めていて、「多くの幼稚園が参加するスポーツ大会でも行った

ら」という提案をしたところ通ったのでした。 

 さて、スポーツ大会といっても大がかりな会場を必要としたり、けがなどのリスクがあ

ってはいけない。天候に左右されないスポーツということでたどりついたのがバドミント

ン大会でした。私にはスポーツ大会開催のノウハウなどありませんが、幸い経験があった

のはながさわ幼稚園の長澤先生（現副会長）でした。大会独自のルールを決め、参加園を

募り、第１回の大会が開かれたのが平成元年の11月でした。教職員の福利厚生のためと研

修を行うということで、参加の幼稚園は臨時休園にしていただき、午前中の研修、午後の

スポーツ大会を行いました。 

 ちょうどそのころ幼稚園教育要領が大きく変わりつつある時期で、当時文部省の教科調

査官をしていた先生を講師に招き、新しい教育要領の精神を学ぶことをテーマとして２年

続けて掲げました。もう一つ同時に行ったのは三年勤続者表彰制度です。これは地区の幼

稚園に就職して３年目を迎えた先生方を表彰する制度です。「わずか３年勤めた人を表彰

するなんて」という意見もありましたが、「石の上にも３年」の例えもあるように、幼稚

園の３年間というのはとても意味のある期間で、３年勤務するとホッと気がゆるんでしま

うこともあります。でもこれから長く仕事をするための激励という意味での表彰なのです。

この制度は地区にすっかり定着し、まずは３年を目指し、その次には県の団体が行う５年

表彰、さらに10年、15年と続く足がかりになります。 

その後スポーツ大会は５年ぐらい続きましたが、常勝チームが固定化したり、常に一

回戦敗退の園もあったりして見直しが行われました。ちょうど川越プリンスホテルが開業

したこともあって、スポーツ大会に代わって、教職員が一同に会してパーティーを行うよ

うになりました。今年は初雁幼稚園では青木先生が３年の表彰を受けます。約280人参加

して来年から始まる裁判員制度についての研修も予定されています。（園長 野澤達也） 


